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　第 5 章「重力・下半身・内圧感覚の「発見」の 
表象―大地からの離脱のなかで」では、静坐法が
明治・大正期に流行した意味を、身体感覚の歴史
的変容の観点から再度検討した。この時代は鉄道
が輸入され、日本史上はじめて重心が浮遊する体
験をもたらした。近世以前では、大地に足を踏み
しめて反作用を得る感覚・技法の反閇が、精神に
高揚をもたらす技法として発展していた。そして、
結果的に、乗車体験は身心の重心を殺す感覚とし
て、民衆に齟齬を感じさせるものとなった。重力
の回復が、静坐法のもうひとつの流行過程であっ
たことを報告した。
　以上を踏まえ結論では、以下を報告する結果と
なった。静坐法は、自らの身体ひいては世界その
ものを律動化させ、自己と天地万物をひとつの中
心運動系へと音楽的に調和・統一させる。そして
身心に深い調和を与えていた。低級感覚にすら位
置づけられず、精神的価値が与えられてこなかっ
た、内圧感覚が、いかに知覚的な変容を起こし、
人間の精神を中心運動という「イデア」（浅野晃 
「思想の姿勢」『静坐』一五巻二号）へと導く、
高次の感覚であるかを報告する結果となった。そ
してそれは、大地・重力・下半身を基盤としてい
たことを明らかにした。本稿では、中心運動感覚
がいかに人間の身心を支えてきたかを報告する結
果となっている。しかし、躍動し上昇性にも富む
中心の運動リズムは、重さを介して体現されてい
たのである。この身体論は、西洋では今日まであ
まり確認されてこなかったように思われる。この
意味で、一連の結論内容は、日本ひいては東洋の
身体美学論の一端に触れている可能性を有してい
る。
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